
 

 

建築画報「前田建設工業の仕事～part2～ 

新たな未来への挑戦」が発刊されました 
平成27 年6 月18 日 

前田建設工業株式会社 

 

このたび、株式会社建築画報社より建築画報362 号「前田建設工業の仕事～part2～ 新たな未来への挑戦」

が発刊されました。 

今回の特集号は「前田建設の仕事」（2010 年9 月刊）に続く第2 弾として、弊社の創業の地でもある飯田橋再

開発プロジェクトを巻頭に、2009 年～2015 年の施工作品を掲載。加えて弊社の次世代に向けての方向性を示

すBIMプロジェクトなどの作品を、企画・設計・施工・維持管理など様々な方向から多角的にひも解くことで詳しく

紹介しています。 

また、文化庁長官・東京大学名誉教授でもある青柳正規氏と弊社社長小原の対談や内館 牧子氏（脚本家、

作家）、内田祥哉氏（建築家、内田祥哉建築研究室代表）、内藤廣氏（建築家、東京大学名誉教授）、槇文彦氏

（建築家、槇総合計画事務所代表）、それぞれに寄稿いただいた「都市・建築・人への思い」を収録した他、日建

設計の山崎隆盛氏（執行役員 設計部門 山崎グループ代表）、大村高広氏（プロジェクト開発部門 都市開発グ

ループ副代表）と弊社の設計部門職員との飯田橋再開発プロジェクトに関する座談会を掲載しています。 

書店や建築画報社のサイトにて販売していますので、ぜひご覧ください。 
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【主な内容】 

 巻頭対談 「都市づくりで建築ができること」 

           青柳 正規氏×小原 好一 

 巻頭寄稿 都市・建築・人への思いを語る 

            内館 牧子氏、内田 祥哉氏、内藤 廣氏、槇 文彦氏 

 飯田橋駅西口地区第一種市街地再開発事業 

 作品と実績（2009～2015 年の軌跡） 

 BIM プロジェクトの活用と展開 

 EPOCH PROJECT 

 環境への取り組み など 

 

建築画報社のサイトはこちら 

 

＜問い合わせ先＞ 

〒102-8151 東京都千代田区富士見二丁目10 番２号 

前田建設工業株式会社 広報グループ 

電話03-5276-5132 


